
「毒きのこによる食中毒」に関する啓発・展示 

 

例年、夏から秋にかけて、食べられるきのこと、見た目がよく似ている毒きの

こを誤認して食べることによる食中毒が発生しています。 

症状としては、嘔吐、下痢、腹痛などの胃腸系の症状が中心ですが、肝臓や腎

臓の機能障害、めまいや幻覚などの神経症状が起きる場合もあり、最悪の場合、

死に至ることもあります。 

毒きのこによる食中毒において全国的に事件数、患者数ともに最も多い毒き

のこは、ツキヨタケです。ヒラタケやムキタケ、シイタケと間違えて食べてしま

う人が少なくありません。岐阜県においても近年、ツキヨタケによる食中毒の事

例が増加しています。 

また、さわるだけで皮膚に炎症を起こす猛毒のきのこ、カエンタケが岐阜県内

で確認されています。過去には、新潟県や群馬県において、カエンタケを少量食

べたことにより死亡した事例が報告されており、岐阜県でも食中毒の発生が危

惧されます。 

毒きのこによる食中毒を防ぐために、食べられるきのこと確実に判断できな

いときは「採らない」「食べない」「売らない」「人にあげない」の 4つを必ず守

りましょう。また、きのこを食べて具合が悪くなったときは、すぐに医師の診察

を受けましょう。 

本格的なきのこ狩りシーズンを迎える前に、保健環境研究所では、皆さんに知

っておいていただきたいことを取りまとめたパネル「毒きのこによる食中毒」を、

7月から 1階エントランスホールで展示しますので、お気軽にお立ち寄りいただ

きご観覧ください。 

 


